
呉市海事歴史科学館及び呉市入船山記念館に係る指定管理者の候補者の適否 

判断について 

 

 呉市海事歴史科学館及び呉市入船山記念館の指定管理者の候補者について次のとおり

適否判断をしました。 

 

１ 施設の概要 

  (1) 呉市海事歴史科学館 

  ア 所 在 地 呉市宝町５番２０号 

  イ 設置目的 明治以降の日本の近現代史の縮図ともいえる呉の歴史及びその近代

化の礎となった各種の科学技術を紹介することにより，住民が歴史へ

の理解を深め，科学技術への興味と関心を高め，平和の大切さについ

て考えるとともに，学習の場及び住民交流の場を提供することにより，

地域の教育及び文化の向上並びに観光の振興に寄与するための施設と

して設置する。 

 (2) 呉市入船山記念館 

  ア 所 在 地 呉市幸町４番６号 

  イ 設置目的 呉市幸町入船山公園内に，本市の歴史的記念物，資料等の保存を図

るとともに，郷土文化の向上に資するため呉市入船山記念館を設置す

る。 

 

２ 募集の概要 

 (1) 募集期間 令和６年８月２０日（火）から令和６年９月１２日（木）まで 

 (2) 候補者 

団体名 団体所在地 代表者氏名 

大和ミュージアム・入船山記念館運営

グループ 

（代表者）TOPPAN 株式会社西日本事業

本部中四国事業部 

（構成員）株式会社トータルメディア

開発研究所  

（構成員）株式会社日本旅行 

（構成員）ビルックス株式会社 

広島県広島市南区松原町２番６２

号広島 JP ビルディング１９階 

 

西山 郁也 

 

 

３ 審査の概要と結果 

 (1) 審査方法 

   呉市海事歴史科学館及び呉市入船山記念館指定管理者選定委員会において，応募

者から提出された書類及びヒアリング等をもとに，各委員が審査基準ごとにその適否

を審査しました。 

 (2) 審査基準 

審査基準 主な評価の視点 配点 



ア 管理運営の基本方針が施設

の設置目的に則り，利用者の

平等な利用が図られるもので

あること及びサービスの向上

が図られるものであること。 

・公の施設として市民等の平等な利

用の確保 

・不当な利用制限の有無 

・特定の者のみに有利な利用形態の

有無 

適・否 

※否は失格 

 

イ 施設等の適切な維持管理が

図られるものであること。 

・安定した管理が行われる管理責任

者及び人数の配置 

・適正かつ確実な維持管理 

・災害時や緊急時等の適切な対応 

適・否 

※否は失格 

ウ 管理に係る経費の削減が図

られるものであること。 

・適切な収支計画書の規模・内容 

・適切な提案額 

・管理経費の削減の工夫 

・事業計画と収支計画の整合 

適・否 

※否は失格 

エ サテライトの運営等，歴史

科学館の休館対策及び記念館

の利用促進が図られているも

のであること。 

 

・入館者数の目標設定 

・利用者ニーズの把握による質の高

いサービスの提供 

・休館対策の実施を含め，全国展開

できる効果的な事業及び営業・広報

等 

・施設の特徴を生かした魅力的な提

案 

・市内各施設との回遊性の向上 

・利用者数を増進させるための提案 

・リニューアル効果を増進する広報

及び事業等の内容や実施体制 

適・否 

※否は失格 

オ 施設の管理を安定して行う

能力を有していること。 

 

・経営基盤の安定と管理能力の有無 

・博物館運営等に関する良好な実績 

・安定的な人員配置 

・事故等の緊急事態に対応可能な体

制 

・適切な苦情への対応及び個人情報

の取扱い 

適・否 

※否は失格 

総合判定 適・否 

※否は失格 

  

(3) 審査結果 

   審査結果は次のとおりで，大和ミュージアム・入船山記念館運営グループを本施

設の指定管理者の候補者に選定しました。 

応 募 者 

 

大和ミュージアム・入船山記念館

運営グループ 

 

 

総合判定 適 



【内訳】 

審査基準ア 

審査基準イ 

審査基準ウ 

審査基準エ 

審査基準オ 

 

適 

適 

適 

適 

適 

【評価した点】 

(1) １６年にわたる運営実績を基に，グループ４社の持つそれぞれの強みを生かし，

大和ミュージアム休館中の広報活動や施設管理を含め，安定した運営が期待でき

ること。 

(2) 大和ミュージアムサテライトを拠点とした休館中の事業実施や情報の発信，入

船山記念館を含めた周遊事業を実施することにより，施設の利用の増進が図られ

る提案内容であること。 

(3) ＳＮＳ等による情報発信や広報宣伝により，インバウンドを含む多地域から

の誘客を図ることにより，休館中はもとより，休館後の誘客・利用促進にもつ

ながるものであること。 

   

４ 指定期間 令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで  

 

５ 委員会の議事概要 

(1) 選定委員会の開催状況 

 ア 開催日時 第１回 令和６年９月６日（金） 

        第２回 令和６年９月３０日（月） 

 イ 開催場所 呉市海事歴史科学館４階会議室 

 ウ 出席者  第１回 民間の学識経験者５人        計５人 

         第２回 民間の学識経験者４人，呉市職員１人 計５人 

 

(2) 議事概要 

  ア 主な意見等 

    ・大和ミュージアムサテライトの有料来館者の目標値が１０万人とされているが，

より高い目標で多くの方々に利用いただけるように，効果的な広報活動や誘客事

業を実施していく必要がある。 

   ・大和ミュージアムが休館しているが，それだからこそ呉に行ってみようという

特別感が必要であり，指定管理者にも積極的に発信してほしい。 

・大和ミュージアムが約１年間休館する中で，その間，どこまでお金をかけて，

どこまで集客をつないでいくのかがポイントになると思う。 

  イ 委員会の結論 

    指定管理者の候補者の選定に関する事項等の評価の結果, 大和ミュージアム・

入船山記念館運営グループは候補者として適当であると認められる。 

 

【問い合わせ】呉市産業部海事歴史科学館学芸課（電話 ０８２３－２５－３０４７） 


